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本日お話すること

 5374.jp for Hiroshimaの紹介

広島市と5374.jp for Hiroshima
の関わり

まとめ



5374.jp for Hiroshimaの紹介



5374.jpについて



5374.jp for Hiroshimaについて

あらかじめ住んでいる地域を登録しておくだけで、ごみの分別種類ごとに直近に排出するこ
とができる日と、代表的なごみの品目を、スマートフォン等で簡単に確認することができる
webページ。

ゴミの種類を選択す
ると、代表例が５０
音順に表示される。



広島市

と

「5374.jp for Hiroshima」
の関わり



もともと・・・
Code for Hiroshimaが「5374.jp for Hiroshima」を開発し、運用していた。

同時期に広島市もゴミ収集アプリを自前で作成することを検討していたところ、
「5374.jp for Hiroshima」を発見し、 これを有効活用できないかと思い、Code 
for Hiroshimaにコンタクトを取り、直接会って話をする機会を作った。

【解決策】
広島市がゴミ収集日のデータをオープンデータとして提供する
→正しいデータが 「5374.jp for Hiroshima」に表示されるようになる。
「5374.jp for Hiroshima」のPR
→スマートフォン利用者にゴミ収集日が伝わる。

【課題】
Code for Hiroshima：正しいゴミ収集日の取得ができていない場合がある
広島市：スマートフォン利用者へゴミ収集日の周知をしたい



オープンデータの作成方針

【方針】
 原課の負担を少なくする。
 毎年度、継続可能な取組にしていく。

そのためには・・・
→オープンデータ化に伴い新たに発生する作業が既存業務へ与える影
響を少なくする（既存データの有効活用）

→オープンデータ化に伴い新たに発生する作業の難易度を下げる（変
換作業のマクロ化）



既存業務で作成しているカレンダー



既存業務で作成しているカレンダー



作成したオープンデータ（大型ゴミ以外の収集日）



作成したオープンデータ（大型ゴミの収集日）



作成したオープンデータ（収集地区のグループ分け）



作業の流れ

既存業務（紙のカレンダー作成）
オープンデータ化に伴い
新たに発生する作業

オープンデータを作成する作業の流れ

① 各環境事業所が翌年度のゴミ収集カレン
ダー（地 区別・ゴミ の種類別収集
日）の原稿をエクセルにて作成し、本庁
に送付

② 本庁にて①のカレンダー原稿を取りまとめ
印刷発注し、納品後、区役所等で配布する
とともに本市ホームページで公開

A) 各環境事業所が①の収集日をオー
プンデータ化するためのエクセル
シートへ入力し、本庁へ送付

B) Aのエクセルシートのデータを
CSV形式に変換するためのマク
ロを本庁にて作成

C) Bのマクロを使いAのエクセル
データをCSV形式に変換

D) Cで変換したCSV形式のデータ
を本市ホームページ（オープン
データポータルサイト）で公開



まとめ

広島市にとっては・・・

 スマートフォンでゴミの収集日が確認できる

→市民の利便性向上につながった。（毎月約4,000ユーザの利用）

 オープンデータの有効活用の事例を作ることができた。

（今後に向けて）

 オープンデータは、市民にとっても行政にとっても有益なツールに
なりうる

→データ提供者とデータ活用者の対話が必要

 官も民もデータを使いこなすことが必要。

→データを日常的に使うようになることが、オープンデータの利用拡
大へつながる。



質問１

オープンデータを活用したアプリ開発や、コードフォー●●の担い手の発掘・育成
に向けて、行政としてできることをご教示いただきたい

質問に対する回答

質問２

オープンデータの実施に係る期間、費用の目安はあるか


